
資料３ 事故等の報告に基づく行政指導と主な改善報告
担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

近畿 大阪市交 運輸局長 H24.4.3 鉄道の安全・安定輸送の確 H24.7.31 これまでに発生した喫煙に関

運輸局 通局 保については、機会あるごと する不祥事等より、各職員の禁

交通事業 に注意喚起してきたところで 煙への意識については交通局と

管理者 あるが、本日４月３日、３号 して十分認識していると判断し

線（四つ橋線）本町駅におい ているが、時間の経過とともに

て貴局職員が喫煙したことに 危機感が薄らぐ等によって、同

より、列車の運行に支障を来 様の事象を発生させていること

した。 は、それぞれの個人の規律に対

貴局においては、去る２月 する認識の甘さが原因と判断さ

２２日にも１号線（御堂筋線） れる。よって繰り返しの注意喚

梅田駅の倉庫の火災により旅 起及び不祥事事例の事案の提供

客等に多大な影響を及ぼす輸 並びに、各職員に問題意識を持

送障害があり、続けて同様の たせる等の取組みを進め、同種

事案を発生させたことは極め 事象の再発防止を徹底する。

て遺憾である。

よって、貴局においては、

管理体制などの背後要員も含

め原因を究明し、徹底的な再

発防止対策を講ずるよう厳重

に警告する。

なお、講じた対策等につい

ては、速やかに文書をもって

報告されたい。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

中部 近畿日本 鉄道部長 H24.5.9 運転士等の執務の厳正につ H24.6.8 緊急対策

運輸局 鉄道株式 いては、機会あるごとに注意 （1）乗務員を含む鉄道事業本部

会社 喚起してきたところである の所属員全員に対して、通達

安全統括 が、貴社名張列車区の運転士 「会社施設内での飲酒の厳禁

管理者 等が乗務員宿泊施設等におい の徹底について」を発出し、

て、乗務前夜に飲酒していた 会社施設内での飲酒の厳禁、

事実が判明した。 服務規律および法令倫理の遵

貴社においては、平成２２ 守を再徹底した。（５月９日）

年１月にも西大寺検車区にお （2）鉄道事業本部の管理職が、

いて同様の事案があったにも 現業職場において職場長およ

かかわらず、重ねてこのよう び助役に対し、上記通達の遵

な事案を発生させたことは誠 守状況を確認するとともに、

に遺憾である。 主旨を再徹底した。

ついては、全乗務員に対し （3）全乗務員に対して乗務員宿

て乗務員宿泊施設等における 泊施設等における飲酒の確認

飲酒について調査するととも について、乗務員は乗務点呼

に、アルコール検知器による 時に、その他の所属員は朝礼

検査の実施状況を確認するな 等において、宿泊施設等にお

ど、乗務員の管理体制を検証 ける飲酒の有無について確認

した上で、徹底的な再発防止 したところ、新たな飲酒の申

対策を講ずるよう厳重に警告 告はなく、全員が会社施設内

する。 での飲酒の厳禁、服務規律お

なお、検証結果及び再発防 よび法令倫理を理解し遵守し

止対策については、平成２４ ていた。

年６月８日までに文書で報告 （4）アルコール検知器による検

されたい。 査の実施状況について確認し

た。

恒久対策

（1）５月からの所属員に対する

法令倫理教育を皮切りに、継

続的に当社職場内で発生した

飲酒事象の思い起こしと心理

的要因に関する教育を開始し

た。これは社内テキスト「信

頼される社員であるために」

を使用して、「自分はばれない。

大丈夫だ。」と思いがちな人間

の心の弱さを改めて認識させ

るものであり、所属員の理解

度については監督者が所属員

一人ひとりの日常指導で繰り

返し確認する。

また、全監督者に対しても、

新たに「監督者のための事故

・不祥事防止研修」を早急に

実施する。これは飲酒をはじ

めとする不祥事を生む心の動

きや、起こりやすい状況を学

ばせ、そのような状況を改善

する具体的な方策を監督者個

々に考えさせる内容としいる。

（2）乗務員が宿泊する職場の食

堂、談話室等の巡回時間、経

路等を無作為に実施するよう

見直し、強化した。

（3）管理部門に所属する巡回指

導員（運輸課員および運転士

や職場長を経験した運転保安
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指導員）の宿泊場所を見直す

とともに巡回回数を増やした。

今後も巡回回数および巡回時

の宿泊場所の管理体制を継続

的に確認する。更に必要であ

れば指導員の増員を検討する。

（4）アルコール検査の「呼気異

常なし」を証した乗務終了報

告書の保存期間が職場によっ

てバラつきがあったため、乗

務員が出勤する全ての箇所に

おいて、検査時の数値データ

が長期に亘り保存でき、かつ

画像も記録できるよう、平成

２４年度中を目途にアルコー

ル検知器を更新する。また、

乗務員が出勤しない駅および

技術部門のアルコール検知器

設置箇所においても、アルコ

ール検知器が常時有効に保持

されていることを、今後定期

的に確認する。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

中部 愛知環状 運輸局長 H24.6.1 運転士等の執務の厳正につ H24.6.15 再発防止対策

運輸局 鉄道株式 いては、機会あるごとに注意 （1）コンプライアンス体制の強

会社 喚起してきたところである 化・活用

代表取締 が、平成２４年５月２４日、 ●コンプライアンス委員会の開

役社長 貴社において、前夜に飲酒し 催

た運転士が、車掌のアルコー ①社長を委員長に、常勤取締役

ル検査記録紙を示して点呼を および各部長、各次長をメン

受け、列車を運転していたこ バーとするコンプライアンス

とが判明した。 委員会が中心となって、不正

このような事態は、輸送の 防止対策を全社的に推進す

安全に重大な支障を及ぼすお る。

それのあるものであり、誠に ・今回の事案に関し、原因お

遺憾である。 よび再発防止策の再確認

貴社におかれては、アルコ ・コンプライアンスに関する

ール検査を含め運転士等の点 社員の意識改革のための施

呼の実施状況を検証した上 策の立案

で、再発防止対策を講じて運 ・一般社員から幹部まで課題

転士等の執務の厳正を確立 を共有し、不正の芽を事前

し、二度とこのような事態を に摘み取ることができるよ

発生させないよう厳重に警告 う不正防止のための環境づ

する。 くりの立案

検証結果及び再発防止対策 ②以後、継続的に委員会を開催

については、来る６月１５日 し、再発防止対策の実施状況

までに文書で報告されたい。 を把握するとともに、必要に

応じて対策の充実、見直しを

はかる。

（2）社員の意識改革の実施

●全社員が、安全が最大の使命

であることを再認識し、コン

プライアンスの徹底をはかる

ため、以下の対策を実施する。

①全社員に対して注意喚起文書

の発出

・各課長、現場長から所属社

員一人一人に直接、社長名

による注意喚起文書を手渡

して、内容を説明し、文書

の主旨・内容を理解させ、

今回の事案に対する注意喚

起をはかるとともに、コン

プライアンスの徹底をはか

った。

②面談による社員の意識改革の

実施

・コンプライアンス委員会が

定める社員教育の方針に基

づき、全社員を対象に外部

の専門家によるコンプライ

アンスに関する社員教育等

を実施する。

・コンプライアンスに関する

社員教育等を踏まえ、社員

に社内規程の周知・徹底を

行い、社内規程の遵守を継

続的に確認するといった仕

組みを構築する。

・コンプライアンス意識を継

続して保持できるよう、コ
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ンプライアンスに関する研

修や安全推進委員会などを

活用したコンプライアンス

の意識づけを定期的に実施

する。

（3）運転区仮眠室への入室管理

の強化

・前泊する乗務員の確認漏れ

がないよう、前泊者名簿の

様式と設置場所を変更し、

運用を強化した。

・翌朝の勤務のため前泊する

乗務員に対しては、運転区

の門限を23：00までとし、

酒気帯び状態での仮眠室へ

の入室を禁止する。当直助

役は、対面で酒気帯びかど

うかの確認を行ったうえ

で、仮眠室への入室を許可

し、入室後は原則として外

出を禁止する。ただし、や

むを得ない理由で外出する

場合は、当直助役に連絡し

て許可を得るものとする。

・やむを得ない理由により23

：00以降に仮眠室へ入室す

る場合は、あらかじめ当直

助役に連絡して許可を得る

ものとし、指令員による入

室の確認を受ける。指令員

は対面で酒気帯びかどうか

の確認を行い、異常があっ

た場合はすぐに当直助役を

呼び出して対応する。

・現行の勤務体制では、当直

助役は23：00から4：20ま

では仮眠時間となり、23：

00から最終勤務者到着の1

：00頃までは点呼場所に当

直助役が不在となることか

ら、これを補うために、指

導担当の助役または主任運

転士を1名宿泊勤務に就か

せ、当直助役と指導担当の

2名が宿泊する勤務体制と

して、管理者不在の時間帯

をなくすとともに、当直助

役の業務をフォローできる

体制を整える。

・翌朝勤務のために前泊する

乗務員に対して、入室前に

アルコール検知器によるア

ルコールチェックを実施

し、数値が0㎎/ℓを超えた

場合で、その理由が飲酒と

確認された場合は、酒気帯

びとみなして帰宅させる。

・運輸部長と運転課長は、随

時、前泊者の仮眠室への入

室許可の状況を確認・指導
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する。

（4）点呼時のアルコールチェッ

ク体制の強化

・アルコールチェックは必ず

当直助役が対面で行い、不

正な取り扱いを防止するた

め、点呼要領を改正し、ア

ルコール検知器本体を点呼

カウンターの当直助役側に

設置、乗務員にはハンディ

ユニットのみを渡してチェ

ックを実施、記録紙の抜き

取り・乗務員氏名の記入は

当直助役が行って点呼簿に

貼付する方法に変更した。

・画像記録システムを付加し

たアルコール検知器を導入

し、不正な取り扱いの防止

対策をさらに強化する。

・運輸部長と運転課長は、随

時、点呼時のアルコールチ

ェックの状況を確認・指導

する。

（5）内規類の制定

●運転区仮眠室への入室管理・

アルコールチェック等に関す

る取り扱いは、関係社員に周

知し、内規類の制定をした。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

近畿 阪急電鉄 鉄道部長 H24.6.8 鉄道の安全・安定輸送の確 H24.8.3 平成23年11月11日にもほぼ同

運輸局 株式会社 保については、機会あるごと じ場所で同様の事象を発生させ

安全統括 に注意喚起してきたところで ており、前回の再発防止対策が

管理者 あるが、本日6月8日神戸線西 功を奏していないことが明らか

宮車庫において、ATSスイッ となったため、再度、前対策の

チ未投入のままの入換車両が 再徹底を図るとともに、同様の

停止信号を冒進して分岐器を 事象が発生していることからハ

損傷する事象を発生させ、利 ード面の対策も必要と判断した。

用者に多大な影響を及ぼした 結果、必要な箇所にＡＴＳ確認

ことは誠に遺憾である。 操作を自動的にキャンセルする

貴社においては、昨年11月 ためのループコイルを設置して

11日神戸線西宮車庫において 信号冒進発生の際にはＡＴＳを

ATSスイッチが未投入のまま 動作させることにより、ポイン

の入換で、また、本年1月18 トまでに自動停止させる機能を

日宝塚線川西能勢口駅におい 設置する。

てATSスイッチを誤って切っ なお、設置箇所はＡＴＳ確認

た入換車両で、それぞれ類似 操作により入換を実施している

の事象を発生させている。 ３車庫（西宮、正雀、桂）につ

よって、貴社においては、 いて本年度から準備にかかり、2

背後要員を含め原因を究明 015年度までに設置していく。

し、ATSスイッチ未投入等の ※工事の進捗状況について年度

防止対策を含め徹底した再発 末毎に報告を求めている。

防止対策を講じ、今後、同様

な事象を発生させないよう警

告する。

なお、講じた対策等につい

ては、速やかに報告されたい。

担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

近畿 京福電気 鉄道部長 H24.7.10 輸送の安全確保について H24.10.5 １.執務状況の再点検

運輸局 鉄道株式 は、機会あるごとに注意喚起 ・社長、安全統括管理者以下

会社 してきたところであるが、平 関係管理者による添乗

安全統括 成24年7月9日嵐山本線帷子ノ ・運転士点呼の立会いによる

管理者 辻停留場～有栖川停留場間に 実施状況確認

おいて、車両停止標識を冒進 ・監査室による内部監査の実

し、また踏切が無遮断となる 施

ことを認識していたにも拘わ ２．運転従事員に対する運転取

らず退行運転をしていたこと 扱いの再徹底、再教育

は誠に遺憾である。 ・鉄道部長通達の発出

このような規定に違反した ・研修、点呼時の注意喚起

危険な運転を防止するため、 ・運転保安会議における幹部

早急に原因を究明し、必要な から各管理者への指示

措置をこうずるよう厳重に警 ・監督職への運転取扱に関す

告する。 る再教育

なお、講じた措置について ・異常時を想定した実設訓練

は速やかに報告すること。 の実施（全運転士）

３．行き先誤認の防止対策

・スタフ表示方法の変更

・行き先確認標示設置

・速度制限標設置

・入換信号に対する車両停止

限界付近軌道内に警告灯を

設置
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

北海道 北海道旅 鉄道部長 H24. 7.20 運転士の執務の厳正につい H25. 1.25 １．本社運輸部（指導・性能）グ

運輸局 客鉄道株 ては、機会あるごとに注意喚 ループリーダー、支社乗務員指

式会社 起してきたところであるが、 導担当が函館運輸所へ赴き、職

安全統括 平成２４年７月１６日海峡線 場点検を実施し、身体基準の指

管理者 知内駅～津軽今別駅間におい 導周知方法を確認し、改善すべ

て、貴社の運転士が両耳に耳 き点について直接、管理者、指

栓を着用した状態で列車を操 導員に指導した。

縦したことが判明した。 ２． 本社が、身体基準に関して具

かかる行為は、列車防護無 体的に起こり得る事例について、

線の警音や列車無線の音声な 見て直ぐ分かるイラストを活用

どが聞こえないことにより、 して「なぜ」「どうして」を考え

鉄道輸送の安全を脅かすおそ させる各現場共通に使用できる

れがあるものであり、誠に遺 指導訓練資料を作成、配布し、

憾である。 その行為を行った場合にどのよ

貴社においては、運転士の うな影響があるか議論すること

管理について検証の上、必要 により、運転士の理解を深める

な改善措置を講ずるよう厳重 指導を行うよう各現場管理者に

に警告する。 指示した。

なお、講じた措置等につい ３．本社は、各現場の指導訓練時

ては、文書により速やかに報 において、本社が作成した動力

告されたい。） 車操縦者運転免許に関する資料

を用いて指導周知するよう指示

するとともに、各現場の指導方、

着眼点をトレースし、運転士の

理解度、指導効果等の実態把握

を行い、その結果に基づき直接、

管理者、指導員への指導を実施

した。

４． 函館運輸所は、耳栓を着用し

た運転士に対し、以下の指導を

行った。

① 眼に対する眼帯の着用と、耳

に対する耳栓の着用が身体機能

を自ら低下させる行為として全

く同一の解釈であること、その

他、色の判別が付きにくくなる

濃いサングラスをかけて運転し

たり、イヤホンで音楽を聴きな

がら運転したりすることによっ

て、どのようなことが考えられ

るかなどの具体例を示しながら

理解させた。

② 耳栓は音を全体的に聞こえに

くくするものであり、耳栓を着

用した状態で運転操縦を行うこ

とにより列車防護無線の警音等

が聞こえなくなる、列車運転中

の異常に迅速に対応出来なくな

る等、なぜその行為がいけない

のかを理解させるとともに、鉄

道の安全性を損なう重大な事象

であることを理解させた。

③ 聴力低下により乗務できなく

なるとの思いがあったとは言え、

誰にも相談せず自分の判断で耳

栓を着用した行為は、鉄道の安

全性を損なう行為であること、

また特に身体に関する事につい
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ては相談なく勝手な判断で実行

しないよう指導した。

５．函館運輸所は、運転士の耳栓

着用の事実が、管理者含む運転

フロントが知らずに発生してい

たことを重く受け止め、日常的

な諸問題、改善等の吸い上げを

強化するために、以下の改善措

置を講じた。

① 点呼執行者が仕業後点呼時に、

運転士に仕業途中において何か

変わった事は無かったかを積極

的に問いかけ、聞き出しを実施

し、運転士が申告した意見等に

ついて確実に回答すること記録

に残すこととした。

② 管理者、指導員が指導訓練で

出た運転士の意見に対し、処理

方が曖昧だった部分があったこ

とから、申告事項一覧表を新規

作成するとともに、点呼時の記

録と合わせて必ず回答を作成し、

本人への返答と掲示による全体

周知を行うこととした。

③ 管理者、指導員等は運転士と

の普段の会話の中で、環境等に

関する話題には特に注意して耳

を傾け、出た情報については、

ミーティング等で共有化すると

ともに、速やかに現状を確認し、

出来る限り対処することとした。

６．青函トンネル内の騒音対策と

して次の改善措置を講じた。

① 各車種の運転室における騒音

測定を実施し、その結果に基づ

き、運転室騒音レベルの高いと

ころを対象としてレール削正を

実施する。

② 車両の防音対策を実施した。

③ 今後は、定期的な騒音測定を

実施し、その結果を基に計画的

なレール削正を実施する。

担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

中部 東海旅客 鉄道部長 H24.7.24 保守作業時の安全確保につ H24.12.20 （1）線路内立入時の基本動作の

運輸局 鉄道株式 いては、機会あるごとに注意喚 再徹底

会社 起してきたところであるが、平 ・静岡支社及び東海鉄道事業

安全統括 成２４年７月２４日、貴社の東 本部において緊急事故防止

管理者 海道線東静岡駅構内におい 会議を開催し（7月25日）

て、作業員１名が列車に接触し 社員及び関係会社社員に対

死亡する事故が発生した。 し速やかに事故概要を周知

貴社においては、平成２１年 するとともに、基本動作の

７月３日に東海道線沼津駅～ 徹底（線路内立入責任者の

三島駅間において同様の死亡 指示があった後の中継見張

事故を発生させており、再びこ 員の線路内立入、線路内立

のような事故を発生させたこと 入時の指差称呼、軌道外の

は誠に遺憾である。 安全な場所の歩行等）を指

事故の原因については、現 示した。
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在、運輸安全委員会において ・「自らの命を守るために必

調査中であるが、貴社におい ず遵守すべき項目」（別添）

ても、同種事故の再発を防止 を定め、作業前点呼時に列

するため、早急に調査を行い、 車見張員等及び作業責任者

必要な措置を講ずるよう厳重 等に必ず宣誓させることと

に警告する。 し、7月26日より取り組み

なお、講じた措置等について を開始した。

は、文書により速やかに報告さ （2）安全パトロールによる実施

れたい。 状況の確認

・離れた地点で単独で業務に

あたる中継見張員に対し、

列車見張業務従事中に加

え、その前後における線路

内立入、移動等に関する作

業実態の把握を実施し不備

が認められる場合は改善措

置を講じることとした。

・当面の間、点呼立会により

線路内立入時の遵守事項の

宣誓・定着状況確認を実施

することとした。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

近畿 近江鉄道 鉄道部長 H24.8.16 運転士の執務の厳正につい H24.10.18 １.周知と指導

運輸局 株式会社 ては、機会あるごとに注意喚 ・社長、安全統括管理者から

安全統括 起してきたところであるが、 訓示、指示を発出

管理者 8月16日近江鉄道本線におい ・運転管理者、部長それぞれ

て、運転士が走行中に私用の の通達を発出し「社給携帯

ため私物の携帯電話を使用し 電話取扱い手引き」を制定

ていたことが判明した。 ２．運転士の運転取扱の実態把

輸送の安全に重大な影響を 握

及ぼすこのような事案を発生 ・全運転士に対し「運転士の

させたことは誠に遺憾であ 使命感と責任について」レ

り、厳重に警告する。 ポートを提出させた。

貴社においては、本事案の ・全運転士に対し運転管理者

重大性を十分認識し、運転士 によるヒヤリングを実施

の運転取り扱いの実態を把握 ・モニターを導入し、実施結

するとともに、運転士に対す 果について検証し、追跡指

る教育を検証した上で、執務 導を行う。

の厳正が確保されるよう必要 ３．教育、指導の強化

な措置を講じられたい。 ・外部講師による規律教育、

なお、講じた措置について グループミーティング、部

は、文書により速やかに報告 内全体への水平展開の実施

されたい。 ４．執務の厳正の強化

・管理監督者の指導力強化（幹

部職員による現場巡視を継

続して実施）
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

中部 三岐鉄道 鉄道部長 H24.11.8 鉄道の安全輸送の確保につ H25. 4. 9 緊急対策

運輸局 株式会社 いては、機会あるごとに注意 （中間報 （1）全運転士に対しての添乗教育

安全統括 を喚起してきたところである 告） を実施

管理者 が、平成２４年１１月８日、 ・全運転士に対し乗務員指導

三岐線三里駅構内において、 管理者(三岐運転区及び北勢

出発信号機の停止信号を冒進 運転区長)、安全統括管理者

し列車脱線事故を発生させた 及び鉄道部長等が添乗確認

ことは誠に遺憾である。 を実施し、運転取り扱いの

事故の原因については、現 状況の確認及び指導を行っ

在、運輸安全委員会において た。

調査中であるが、事故の再発 （2）経営トップからの注意喚起

を防止するため、貴社におい ・経営トップは、全社員に対

ても事故の背後要因を含め詳 し緊急事態宣言について通

細に調査するとともに、再発 達した。

防止の対策を講ずるよう厳重 （3）机上教育の実施

に警告する。 ・全運転士等に対し、同種事

なお、講じた措置等につい 故の再発防止に向けた教育

ては、文書により速やかに報 を実施した。

告されたい。 恒久対策

鉄道係員の教育・訓練につい

ては、必要な知識及び技能の向

上を図るため、引き続き「鉄道

係員の教育規程」に基づき運転

の安全確保及び事故の防止を図

ると共に、今回の事故を受け、

鉄道部長より発出した「平成２

５年度 鉄道部教育指導方針につ

いて」を年間教育計画に盛り込

み、運転士及び運転指令者に対

する教育に重点を置いて取り組

む。

添乗や試問の結果を活用する

とともに、運転管理者が全運転

士との対面による個別面談を実

施し、不足していると判断した

場合は個別に指導を行うなど、

適切なフォローアップを確実に

行い知悉度の向上を図る。

教育・訓練の実施状況につい

ては、運転管理者から安全統括

管理者へ報告を行い、必要に応

じて見直しを図る。

○運転指令者に対すること

運転指令者の交代の際には、

時刻及び引き継ぎ事項について

相互に復唱するとともに、制御

盤の設定状況を指令者相互で「Ｃ

ＴＣ引き継ぎ簿」に記載し確認

することとする。 また、運転

指令者の交代は、他の業務と輻

輳しない時間帯に行うこととす

る。

○設備に関すること

地上子の新設・移設等の対策

を、検討する。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

九州 九州旅客 鉄道部長 H24.11.12 鉄道の安全・安定輸送の確 H25．1.29 （1）緊急的な措置

運輸局 鉄道株式 保については、機会あるごと ① 平成24年11月12日に、安全推

会社 に注意を喚起してきたところ 進部長から鉄道事業本部全社

安全統括 であるが、本日１１月１２日、 員に対し事務連絡「工事の厳

管理者 貴社が施工する鹿児島線の高 正について」を発し、工事計

架化工事の作業中のクレーン 画や作業実態が安全なものと

が、九州新幹線新玉名駅～熊 なっているか点検して安全・

本駅間において架線を支障す 安定輸送の確保を徹底するよ

る事象を発生させ、長時間の う指示をしました。

運転休止により利用者に多大 ② 平成24年11月12日に、建設工

な影響を与えたことは誠に遺 事部長から建設工事部全社員

憾である。 に対し事務連絡「クレーン作

ついては、自社の近接工事 業に伴う事故防止の取組みに

により営業中の新幹線の安全 ついて」を発し、クレーン作

・安定輸送に影響を与えたこ 業における施工管理及び安全

との重大性を十分認識した上 管理の徹底により事故防止の

で、施工の管理など背後要因 取組みに万全を期するよう指

を含め原因を究明し、再発防 示をしました。

止の措置を講じて、二度とこ ③ 平成24年11月13日に、建設工

のような事象を発生させるこ 事部施設課長から建設工事部

とのないよう厳重に警告す 施設課全社員に対し事務連絡

る。 「クレーンの作業に伴う事故

なお、講じた措置等につい 防止の取組みについて」を発

ては、速やかに文書により報 し、クレーン作業を伴う建設

告されたい。 工事の緊急点検の実施及び請

負会社に対する緊急事故防止

講習会の開催について指示を

しました。

④ クレーン作業を伴う工事箇所

の緊急点検の実施

現在、施工を行っているク

レーン作業を伴う建設工事に

ついて緊急点検を実施し、安

全が確保されている事を確認

しました。

・新幹線に近接する工事箇所

11月16日まで(実施済み)

・その他の工事箇所

11月28日まで（実施済み）

⑤ 請負会社に対する緊急事故防

止講習会の開催

今回の事故内容の周知及び

安全対策の徹底を図るため、

現在施工している建設工事の

全ての工事管理者に対し、緊

急事故防止対策講習会を開催

して再発防止を徹底しました。

・新幹線に近接する工事箇所

11月16日まで(実施済み)

・その他の工事箇所

11月28日まで（実施済み

⑥ ＪＲ監督員等に対する再教育

の実施

平成24年11月20日に今回の

事故内容の周知及び安全対策

の徹底を図るため、建設工事

を担当する監督員等に対し、

緊急事故防止対策会議を開催
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して再教育を実施しました。

（2）恒久的な対策

① 既設構造物（埋設物）の調査

結果報告の確認について

ＪＲ監督員等は、請負会社

に既設構造物の調査報告を行

わせ、防護等の処置について

の覚書を取交し、その実施状

況を現地で確認します。また、

建設工事部で定める監督員等

が工事着手までに確認する事

項のチェックリストに既設構

造物に関する覚書の項目を追

加し、建設工事部担当課長等

が、覚書が取交されているか

の確認を行うとともに、監督

員等が現地で処置状況を確認

しているかのチェックを行い

ます。

② 既設構造物認知後の対応につ

いて

施工途中で新たに既設構造

物の存在が判明した場合、Ｊ

Ｒ監督員等は、請負会社に調

査及び現地表示を行うよう指

示を行います。また、調査結

果を双方で確認し、既設構造

物が損壊する可能性がないか

の検証を行ったうえで覚書を

追加修正し、防護等の必要な

処置を実施します。

③ 施工手順変更時の対応につい

て

ＪＲ監督員等は、当初計画

どおり高架橋工事の前に当該

暗渠を撤去するものと思い込

み、施工手順の確認を怠った

ことから、施工計画変更の際

には、請負会社に速やかに報

告させ、双方で施工手順に問

題がないか打合わせを実施し

ます。

また、ＪＲ監督員等が請負

会社と日々の施工に関する保

安上の打合せを行う施工打合

せ票に、既設構造物を確認す

る項目を追加し、既設構造物

の処置を行わないまま施工で

きないようにします。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

九州 九州旅客 運輸局長 H24.12.13 鉄道の安全の確保について H25．1.29 （1）緊急的な措置

運輸局 鉄道株式 は、機会あるごとに注意喚起 ① 平成24年12月14日に、鉄道事

会社 してきたところであるが、年 業本部長から鉄道事業本部全

代表取締 末年始の輸送等に関する安全 社員に対し事務連絡「鉄道の

役 総点検の実施期間中にもかか 安全輸送の確保について」に

わらず、昨日12月12日、貴社 より「非常事態宣言」を発し、

が施工する鹿児島線熊本駅付 定められた作業・手順の遵守

近における高架化工事におい や基本動作の徹底等の安全に

て、列車と工事用自動車が衝 関わる基本的なルールが実行

突する事故を発生させた。 されているか確認するととも

貴社においては、本年11月12 に、年末年始多客輸送の安全

日にも、同じ高架化工事にお 安定輸送の確保を指示しまし

いて、工事用クレーン車が九 た。

州新幹線の架線を支障する輸 ② 平成24年12月14日に、鉄道事

送障害を発生させており、連 業本部長から工事施工中の請

続して工事中の事故等を発生 負会社に対し事務連絡「工事

させたことは誠に遺憾であ 施工時のルールの遵守につい

る。 て」を発し、仕方書や覚書等

ついては、事故等の原因を に定められたルールを遵守す

究明するとともに、工事にお ることとＪＲ九州の鉄道の運

ける施工管理及び安全管理体 行に関わる作業において、ル

制を見直すなど、必要とされ ールの逸脱がないことの自主

る措置を早急に講ずるよう厳 点検を行うよう要請しました。

重に警告する。 ③ 平成24年12月16日、現地にお

なお、講じた措置について いて社長、安全推進部長によ

は、速やかに文書により報告 る熊本高架工事の請負会社に

されたい。 対する緊急の事故防止会議を

開催し、安全への取組の徹底

を要請しました。

④ 平成24年12月19日、鉄道事業

本部長が現地に赴き、当該請

負会社に対し、定められたル

ールを遵守するように直接指

導を行いました。

⑤ 平成24年12月20日に、施設部

長、建設工事部長による熊本

高架工事の全ての工事管理者

に対する緊急の事故防止会議

を開催し、基本ルールの再徹

底を指導しました。

⑥ 当面の間、熊本高架工事につ

いては、ＪＲ監督員等が立会

して作業を行い、チェックリ

ストを用いた保安体制の確認

を実施します。

⑦ 他の工事用踏切について、事

故発生直後に自主点検の指示

を行うとともに、平成24年12

月27日までに、ＪＲ監督員等

による点検を実施して異常の

ないことを確認しました。

（2）恒久的な対策

① 工事用踏切取扱いの体制につ

いて

工事管理者（保安担当）が

他の業務で現地を離れて不在

だったことから、工事用踏切
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を列車間合で使用する場合は、

営業線工事に精通した会社を

選定したうえで、工事用踏切

の取扱いを別途契約すること

により、工事用踏切取扱いの

みの体制を整え、工事管理者

（保安担当）が他の業務等で

現地を離れることのないよう

確実に専任します。

② 工事用踏切の取扱いについて

ＪＲ監督員等は、工事用踏

切を取扱う請負会社の工事管

理者（保安担当）に、任務の

重要性や厳守すべき取扱い手

順を覚書に記載させて提出さ

せたうえで、事故事例を示し、

取扱いを誤れば重大な事故に

繋がることや、取扱い手順を

直接指導し、覚書を取交しま

す。さらに、ＪＲ監督員等は、

工事管理者（保安担当）が工

事用踏切の任務の重要性と取

扱い手順を十分に理解してい

るかを確認するため、新たに

工事用踏切を列車間合で使用

開始する際に現地で立会しま

す。

また、安全パトロール実施

時に、覚書に記載した現地の

体制及び取扱い手順が徹底さ

れているか確認を行います。
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平成２３年度の行政指導を行ったもので平成２４年度に改善報告があったもの

担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

九州 西日本鉄 鉄道部長 H23. 6.17 輸送の安全確保については、H23. 7. 8 １．パンタカギハズシヒキボウの

運輸局 道株式会 機会あるごとに注意喚起して （中間報 一部を絶縁物で覆う。

社 きたところであるが、本日、 告） ２．フタマタ直下に絶縁材を塗布

安全統括 貴社天神大牟田線 下大利駅 する。

管理者 ～都府楼前駅間を走行中の列 H25.4.23 運輸安全委員会の調査結果を踏

車において、３両目天井部分 （最終報 まえた再発防止対策緊急対策で再

から何らかの物が車内に落 告） 発防止を図れると判断しているが、

ち、乗客が負傷するという鉄 更なる安全性を高めるために次の

道人身障害事故を発生させた 対策を追加して実施する。

ことは誠に遺憾である。 (1)屋根全体に絶縁材Ｂを塗布する

本事故に関して、運輸安全 (2)絶縁材劣化防止のため、絶縁材

委員会の調査等、関係機関へ Ｂの上部に更に仕上材を塗布す

全面的に協力するとともに、 る。

貴社においても早急に原因の (3)絶縁材Ａ使用車両については、

究明を行い、同種事故の再発 一度屋根全体の絶縁材を全剥ぎ

防止のため必要な措置を講 し、改めて絶縁材Ｂ及び仕上材

じ、輸送の安全の確保に万全 を塗布し、絶縁状態を確認する

を期するよう厳重に警告す ため耐圧試験を実施する。

る。 (4)目視による入念な点検を継続

なお、講じた措置について し、亀裂等の早期発見に努める。

は速やかに文書をもって報告

されたい。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

中部 日本貨物 鉄道部長 H23.12.28 鉄道の安全輸送の確保につ H24. 2.20 緊急対策

運輸局 鉄道株式 いては、機会あるごとに注意 （中間報 (1) 本社から緊急に全国の全現場

会社 を喚起してきたところである 告） へメール（書面）にて事故状況

安全統括 が、平成２３年１２月２７日、 を周知すると共に、荷役作業時

管理者 東海道線岐阜貨物ターミナル に異常を感じたら必ず連絡及び

駅構内において、列車脱線事 確認を行うこと、隣接線を支障

故を発生させたことは誠に遺 した場合は併発事故防止を行う

憾である。 ことを徹底した。

事故の原因については運輸 (2) 東海支社から岐阜貨物ターミ

安全委員会が調査中である ナル駅及び静岡貨物駅に対し、

が、事故の調査にあたっては コンテナ積卸作業を実施した車

関係機関に対し全面的に協力 両については、当該列車の発車

するとともに、貴社において までに積付検査担当又は、管理

も早急に調査し、必要な措置 者等が載線状態に異常がないこ

を講じられたい。 とを確認するよう、口頭及びメ

なお、講じた措置等につい ール（書面）にて指示した。

ては、文書により速やかに報 (3) 東海支社から管内の全現場に

告されたい。 対して「重大事故の発生につい

て」をメール（書面）にて発信、

今回の事故は社会的影響の大き

な事故であることを周知し、再

度基本動作を徹底すること及び、

荷役作業駅においては教育及び

基本動作訓練を実施するように

指示し、作業帯同の強化により

指導を強化して、実施状況をチ

ェック表に記録するよう指示し

た。

暫定的対策

(1) 作業面における対策として、

全国の着発線荷役駅等で荷役線

から本線に進出する列車を対象

に、当該列車の発車までにコン

テナ積卸作業を実施した車両の

載線状態に異常がないことを積

付検査担当又は、管理者等が確

認することとする。

(2) 全国の着発線荷役駅等におい

て、関係するフォークリフトオ

ペレーター全社員を対象に、持

上げ脱線事故防止を目的とした

緊急訓練を実施する。緊急訓練

は、駅長・各支社駅指導担当及

び業務受託会社の指導者が行う。

恒久対策

(1) 平成２４年度下期に予定して

いるＴＲＡＣＥ（トレース：フ

ォークリフトに装備した装置に

よ り、駅構内のコンテナ位置、

積卸情報等を一元的に管理する

システム）機器の更新に合わせ、

フォークリフトオペレーターに

異常な重量を検知したことを知

らせる装置を開発し、装置を取

り付けていく。

（平成２４年１０月以降順次実施）

H25. 7. 9 平成24年10月以降、JR貨物が所

（中間報 有しているフォークリフトに対し
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告） て、TRACEシステムを更新し、以下

の内容を順次整備している。（平成

25年12月 完了予定）

①コンテナ質量に応じて異常な

荷重を検知した場合に、作業

者に鎖錠の可能性を知らせる

よう、警報音及び警報画面に

出力（作業者がボタンを押下

して確認を行うまで継続）す

ることを追加する。

②運転室に設置されたモニタ画

面で荷役作業を確認できるよ

う、フォークやマスト上部に

カメラを搭載した。

③荷役指導や荷役事故防止のた

めに、ドライブレコーダーを

搭載した。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

九州 長崎電気 鉄道部長 H24. 2. 5 輸送の安全確保については、H24. 3. 2 ＜当面の再発防止対策＞

運輸局 軌道株式 機会あるごとに注意喚起して （中間報 (1)安全統括管理者名で「輸送の安

会社 きたところであるが、平成２ 告） 全の確保」について提出し、人命

安全統括 ４年２月４日に大浦支線 市 を預かる立場であることを強く自

管理者 民病院前停留場～大浦海岸通 覚し、業務を遂行するよう指示し

停留場間において、軌道敷内 ました。又、同時に警告文を掲出

に停止している乗用車に貴社 し、事故の重大性を認識させまし

の車両が衝突し、乗客等が負 た。

傷する道路障害事故を発生さ (2)電車部長名で緊急達示を掲出し、

せたことは誠に遺憾である。 安全最優先を再認識する旨を指示

ついては、運輸安全委員会 しました。

の事故調査等へ全面的に協力 (3)事故情報を掲出し、事故情報を

するとともに、貴社において 周知しました。

も早急に事故原因を究明し (4)全乗務員に対して緊急個人面談

て、同種事故の再発防止のた を実施し、事故の概況説明及び雑

め必要な措置を講じ、輸送の 踏な箇所においては減速運転し、

安全を確保するよう厳重に警 再発防止に努めるよう指導しまし

告する。 た。

なお、講じた措置について (5)事故防止委員会を開催し、原因

は、速やかに文書をもって報 及び再発防止索を検討しました。

告されたい。 (6)当該運転士に対し、安全運行に

対する机上教育を実施しました。

H24.12.27 運輸安全委員会の調査結果を踏まえ

（最終報 た再発防止対策

告） （1）自動車の運転者が軌道敷内を

通行する際に、電車の運行に支障

を及ぼさないようにするため、当

社のホームページで道路利用者に

対し啓蒙活動やチラシの配布を実

施した。

（2）イベント等が開催されるとき

は、達示の掲示及び出勤点呼時の

注意喚起に加え、事前に班長によ

る組員への声かけを行い、安全意

識の向上を図っていきます。

（3）年２回の速度感養成訓練時に

実施している非常制動訓練で、発

電ブレーキの適宜操作や制動距離

短縮になることの認識を高めてい

きます。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

近畿 大阪市交 鉄道部長 H24. 2.22 鉄道の安全・安定輸送の確 H24. 7.27 ①駅施設の管理の徹底をおこない、

運輸局 通局 保については、機会あるごと （中間報 倉庫の不適切な利用の有無及び

安全統括 に注意喚起してきたところで 告） 駅職員の防火管理の徹底等の是

管理者 あるが、本日２月２２日、１ 正をおこなった。

号線（御堂筋線）梅田駅構内 ②出火場所のおいて清掃委託者が

において、プラットホームに 直前に喫煙をおこなっていた事

ある倉庫の火災により輸送障 実から各清掃委託者への禁煙の

害を発生させ、旅客等に多大 指導を徹底した。

な影響を与えたことは誠に遺 ③駅職員及び駅施設利用者に対し

憾である。 て火元確認点検及び禁煙等防火

よって、貴局においては、 対策の徹底をおこなった。また、

火災の原因を究明して対策を 非常放送設備の不作動に伴い地

講じ、再びこの様な事態を発 下鉄全駅において点検をおこな

生させないよう警告する。 い異常がないことを確認した。

なお、講じた対策等につい H25.3.28 ①全職員に本事象を周知し、職員

ては、速やかに文書を持って （最終報 の防火意識の高揚を図るととも

報告されたい。 告） に、駅長に対し、駅構内の巡視

の強化と倉庫の点検、管理の徹

底を指示した。

②清掃委託事業者に対し、倉庫に

おける塵芥の放置禁止、施錠の

確実な実施、作業員室の禁煙、

回収した塵芥に吸い殻が混入し

ていないかの確認の徹底を指導

した。

③防火対策に関するマニュアルを

策定し、全職員に対し、手順等

を徹底した。

④全ての委託事業者に対し、禁煙、

火元確認点検の徹底と駅施設の

鍵の取扱いの厳正化を指示した。

⑤春と秋の火災予防運動等で管理

職が実施状況を確認した。

⑥火災発生後の連絡通報体制を見

直した。

⑦初期消火、避難誘導に関する訓

練を実施した。

⑧梅田駅のような規模の大きい駅

においてエリアを分割し、初期

消火、避難誘導を実施すること

とした。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

北海道 北海道旅 鉄道部長 H24. 3. 1 輸送の安全確保について H25.4.30 １．駅構内状況の把握と予防除雪

運輸局 客鉄道株 は、かねてから機会あるごと （中間報 について

式会社 に注意を喚起してきたところ 告） ① 本社は、各駅の作業ダイヤを

安全統括 であるが、平成２４年２月２ 精査し、構内巡回作業が組み込

管理者 ９日函館線八雲駅構内におい まれてない駅については作業ダ

て、列車脱線事故を発生させ イヤの見直しを行った。なお、

たことは誠に遺憾であり、厳 常例の作業として構内巡回作業

重に警告する。 を組み込めない一部の駅につい

事故の原因については、運 ては、当面の間、日々の業務指

輸安全委員会において調査中 定の中で駅長等が構内巡回作業

であるが、事故の調査にあた を行う他、パートナー社員から

っては関係機関に対し全面的 除雪作業後の構内状況の報告を

に協力するとともに、貴社に 受け、構内状況を把握すること

おいても原因を究明し、万全 とする。

の再発防止対策を講じられた ② 本社は、「構内予防除雪マニュ

い。 アル」作成した。これに基づき、

なお、講じた具体的措置に 本社は、各地区駅において同マ

ついては、文書にて速やかに ニュアルの説明会を実施し、予

報告されたい。 防除雪の徹底を周知した。

③ 本社は、各駅が確実な構内状

況把握の実施を図るべく、構内

状況の点検項目を明確にした『構

内状況記録簿』（点検用・報告用）

を作成した。

④ 各駅の当務駅長は、自駅の構

内状況把握と予防除雪の状況に

ついて、『構内状況記録簿』（点

検用）に基づき予防除雪が適切

に行われているか、毎日点検を

実施するとともに不適切な予防

除雪を確認した場合は、直ちに

パートナー社員に除雪範囲を明

確に指示し、適切な予防除雪を

実施する。被管理駅の構内状況

についても、毎日パートナー社

員より『構内状況記録簿』（報告

用）により報告を受け、駅長等

が定期的に巡回し、現地、現物

による巡回指導を行う。また、

荒天予報時、荒天時においては

都度巡回点検を行い、構内状況

の把握を行う。駅長は、断続的

な降雪により、本・副本線が使

用できないと判断した場合は、

直ちに関係輸送指令に通報する。

⑤ 本・支社、関係地区駅輸送業

務センターは、駅に対し１ヶ月

に１回以上の頻度で計画的にエ

リア内を巡回し、『構内状況記録

簿』（点検用）に基づき構内状況

及び作業実態の把握を行うと共

に関係駅に対し予防除雪の指導

を行い、巡回点検の結果につい

ては、本・支社、関係地区輸送

業務センター間で共有化する。

また、荒天予報時及び荒天時は、

本社・支社、関係地区駅輸送業

務センターが、関係方面の各駅
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構内状況をその都度巡回して現

場を把握すると共に、要注意箇

所は積雪状況の変化に特段の注

意をはらい、巡回者が撮影した

写真データ等により輸送指令と

共有化を図り運転計画に活用す

る。

２．教育について

① 本社は、新たな教育資料とし

て構内管理の着眼点、過去の事

象などを盛り込んだ構内予防除

雪マニュアルと具体的な予防除

雪作業方の映像資料を作成し各

駅に配布した。

② 本社は、駅長またはそれを代

務する副駅長や運転担当の助役

に対し、毎年実施している入冬

期前管理者勉強会において触車

事故防止の安全教育に加え、構

内予防除雪マニュアルと具体的

な予防除雪作業方の映像資料に

基づき、構内管理と予防除雪に

ついて指導を行う。

③ 各駅長は、入冬期前及び折り

返し時期の勉強会において、構

内予防除雪マニュアルと具体的

な予防除雪作業方の映像資料に

基づき、社員及びパートナー社

員に具体的な予防除雪の作業方

について指導を行う。

④ 社員研修センターにおける集

合研修において、構内管理と具

体的な予防除雪に関するカリキ

ュラムを新たに追加し、教育を

実施した。

３．八雲駅の改善措置

①、②のほか、次の措置を講

じた。

① 八雲駅長は、作業ダイヤを見

直し、毎日当務駅長が構内巡回

を行い構内状況を把握し、パー

トナー社員に対する作業指示、

状況に応じた予防除雪手配を行

うこととした。

② 八雲駅長は、本社、関係支社

からの指導を受け、事故防止検

討会を開催し、全社員に予防除

雪の重要性と構内巡回による適

切な構内把握について指導した。

③ 八雲駅は、予防除雪マニュア

ルにフランジウェイ部の除氷雪

方、要注意箇所を加え見直しを

行った。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

北海道 北海道旅 鉄道部長 H24. 3. 8 輸送の安全確保については、 H25.4.30 １．本件斜面について、不安定な

運輸局 客鉄道株 かねてから機会あるごとに注意 土砂や礫を除去した上で落石防

式会社 を喚起してきたところである 止網（非ポケット式）を設置し

安全統括 が、平成２４年３月７日留萌線 た。また、倒壊した落石止柵を

管理者 箸別駅～増毛駅間において、列 復旧した。

車脱線事故を発生させた。 ２．本件斜面に流下していた塩ビ

貴社は去る２月２９日にも同 管からの排水が斜面外に流れる

種の事故を発生させており、当 ように、排水経路を変更した。

局から鉄道輸送の安全確保につ ３．留萌駅～増毛駅間の斜面につ

いて警告したにもかかわらず今 いて、既存の構造物検査記録簿

回の事故を発生させたことは極 の他に、斜面の状況を把握でき

めて遺憾であり、厳重に警告す るスケッチや写真を含む「のり

る。 面管理台帳」を新たに作成し、

事故の原因については、運輸 今後の検査に持参し状態の変化

安全委員会において調査中であ を把握するとともに、変化があ

るが、貴社においても安全管理 ればそれを記入し、更新を行っ

体制等の背後要因を含め原因を ていくこととした。なお、他線

徹底的に究明し、必要な措置を 区の要注意箇所についても順次

講じられたい。 のり面管理台帳を整備してい

なお、講じた措置等について く。

は、文書にて速やかに報告され ４．雪崩防止柵については、毎年

たい。 現場からの要求に基づき本社が

現地調査及びヒヤリングを行

い、優先順位を決定し整備して

きたが、今後は現場からの要求

に基づいた整備と併せて雪崩要

注意箇所について優先順位付け

を行い、計画的に整備する。ま

た、雪崩防止柵を整備した雪崩

要注意箇所の解除については、

本社と現場が連携し、現地確認

によりその効果を検証した上

で、最終的に本社が判断する。

なお、平成２４年度は、３月７

日の脱線現場を含め１９箇所に

雪崩防止柵を設置（脱線現場は

平成２４年１１月３０日に設

置）したほか、雪覆いを１箇所

設置した。

５．雪崩検知装置を留萌線箸別駅

～増毛駅間（65k600m～65k700m）

に設置した。なお、雪崩検知装

置は雪崩が発生していなくても

降雪の重さにより作動してしま

うという課題があることから、

今回設置箇所における冬季間の

検証を継続し、雪崩検知装置を

設置すべき箇所の選定について

検討していく。

６． 雪崩警備の発令および解除

の基準、雪崩運転規制の基準並

びに雪崩要注意箇所の指定につ

いて、「災害時運転規制等マニ

ュアル」へ明記した。また、雪

崩警備の際の着眼点について、

「雪崩要注意箇所等の管理につ

いて」（事務連絡）にて周知し

た。また、関係社員に対し、改
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訂した「災害時運転規制等マニ

ュアル」の教育を実施した。

７．災害警備発令基準（なだれ）

及び要注意箇所表（なだれ）を

「災害警備計画表」へ明記した。

また、「災害警備計画表」につ

いては、現場管理者の他、本社

工務部保線課および工事課で定

期的にチェックを行い維持管理

をしていく。

８．全道の雪崩要注意箇所につい

て、見通しの悪い箇所や対策工

の未整備の箇所等、計画的な徐

行が必要な箇所を調査し、その

結果を踏まえ、見通しの悪い雪

崩要注意箇所については、対策

工の整備や除雪などの雪崩対策

を実施するとともに、点検によ

り雪崩の恐れがある場合は、必

要により減速運転を実施する。

なお、留萌線箸別駅～増毛駅間

（６４ｋ５００ｍ～６６ｋ５０

０、Ｌ＝２，０００ｍ）におけ

る徐行箇所は、今後の雨や雪に

より落石及び土砂崩壊、雪崩等

の可能性が懸念されることか

ら、減速運転を継続する。
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容

関東運輸局 東日本旅 鉄道部長 H24.3.22 運転士の執務の厳正につい H24. 8. 3 【緊急対策】

客鉄道株 ては、機会あるごとに注意喚 １．安全統括管理者より「安全の確

式会社 起してきたところであるが、 保に向けた執務の厳正に関する指

安全統括 今般、貴社の運転士が列車走 導事項について(通達)」を発出し、

管理者 行中、私用のため私物の携帯 運転士をはじめ全社員を対象に注

電話を使用していたことが判 意喚起を実施

明した。 ２．「安全の確保に向けた執務の厳

このような行為は、輸送の 正に関する指導事項について(連

安全に支障を来す恐れのある 絡)」を発出し、私物の携帯電話

ものであり、また、公共交通 を携行する場合は、電源を切り乗

機関への信用を失墜させるも 務用鞄に収納することとし、身に

のであり、誠に遺憾である。 つけて携行することのないよう再

貴社におかれては、事柄の 指導を実施

重大性を十分認識し、運転士 ３．運転士に対して、乗務員指導管

の運転取扱いの実態を把握す 理者による面談を実施

るとともに、運転士に対する (1)乗務中の私物の携帯電話の携

教育を検証した上で、執務の 帯方法及び使用実態の確認

厳正が確保されるよう必要な (2)本事象が「動力車操縦者運転

改善措置を講じ、二度とこの 免許に関する省令」及び「運転

ような事案を発生させないよ 安全の確保に関する省令」に違

う、厳重に警告する。 反する行為であることを再確認

なお、講じた措置等につい させるとともに、免許の取消又

ては、文書により速やかに報 は免許の停止などの行政処分の

告されたい。 該当事象であることを再指導

(3)乗務中における私物の携帯電

話の不適切な使用等、執務態度

においてお客さまが不安を感じ

ることのないよう指導の徹底

４．定例訓練において私物の携帯電

話の携行について再指導を実施

５．列車添乗時等に私物の携帯電話

に関する実態把握を実施（不適切

な使用実態なし）

【恒久対策】

１．運転士が携帯する「運転士標準

集」執務基準に、私物の携帯電話

を携行する際のルールを明し、全

運転士に配付するとともに指導を

実施（車掌標準集にも記載）

２．定例訓練で毎年1回、全運転士

に対し私物の携帯電話の携行つい

て指導し、乗務中の私物の携帯電

話の使用は、免許取消又は許停止

などの行政処分の対象となること

を指導する

３．管理者等は、運転台に添乗した

際に、随時、私物の携帯電話携行

する際のルールについて運転士に

対し個別に指導する

４．新規養成の運転士に対しては、

動力車操縦者運転免許取得前に養

成所で実施される修了講習におい

て、乗務中の私物の携帯電話の使

用は、免許の取消又は免許の停止

などの行政処分の事象であること

を指導する


